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298 号 

性
の
確
保
を
図
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
記
憶
に
も
新
し
い
平
成

二
十
六
年
二
月
の
大
雪
で
は
、
山
間
部
の

多
い
と
こ
ろ
で
一
ｍ
を
超
え
る
記
録
的

な
積
雪
と
な
り
、
西
多
摩
建
設
業
協
同
組

合
の
皆
様
に
は
昼
夜
を
問
わ
ず
除
雪
作

業
を
実
施
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
大
変
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
後
と
も
、
様
々
な
機
会
を
通
じ
ま
し

て
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
、
皆
様
と
連
携

の
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
西
多
摩
地
域
の

安
全
確
保
と
発
展
に
向
け
て
尽
力
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ご
挨
拶 

 
 

 
 

東
京
都
西
多
摩
建
設
事
務
所
長 

齊 

藤 

俊 

之 
 

こ
の
た
び
、
西
多
摩
建
設
事
務
所
長
と
し
て

四
月
一
日
付
で
着
任
い
た
し
ま
し
た
齊
藤
俊
之

で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆
様
に
は
、
当

事
務
所
所
管
の
道
路
・
河
川
等
の
事
業
に
つ
き

ま
し
て
日
頃
か
ら
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

当
事
務
所
は
、
東
京
二
十
三
区
に
も
匹
敵
す

る
広
大
な
エ
リ
ア
を
所
管
し
て
お
り
、
そ
の
七

割
が
山
岳
地
で
、
土
砂
災
害
や
雪
害
な
ど
の
自

然
災
害
へ
の
備
え
は
大
き
な
課
題
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
街
化
が
進
む
東
部
の
平
坦
地
域

に
お
い
て
は
、
安
全
で
円
滑
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
形
成
を
目
的
と
し
て
、
都
市
計
画
に
基

づ
く
基
盤
整
備
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
た
め
、
災
害
時
に
お
け
る
集
落
の
孤
立
化 

  

を
防
止
す
る
た
め
現
在
実
施
中
の
梅
ケ
谷
ト
ン 

ネ
ル
に
お
い
て
は
、
今
年
夏
、
掘
削
作
業
を
始

め
る
な
ど
工
事
を
本
格
化
い
た
し
ま
す
。
市
街

地
で
は
、
安
全
で
円
滑
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
形
成
に
向
け
、
西
多
摩
産
業
道
路
や
千
ケ
瀬

バ
イ
パ
ス
の
延
伸
、
志
茂
及
び
箱
根
ヶ
崎
に
お

い
て
鉄
道
と
の
立
体
交
差
事
業
を
、
吉
野
街
道

等
に
お
い
て
歩
道
設
置
や
電
線
地
中
化
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
砂
防
事
業
な
ど
の
土
砂
災
害
対
策
や

中
小
河
川
の
改
修
、
道
路
斜
面
の
補
修
、
ト
ン

ネ
ル
・
橋
梁
の
長
寿
命
化
事
業
等
を
着
実
に
実

施
い
た
し
ま
す
。 

一
方
、
雪
害
や
土
砂
災
害
に
備
え
る
た
め
、
事 

業
者
の
皆
様
に
は
二
四
時
間
三
六
五
日
の 

協

力
体
制
を
お
願
い
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
安
全 

 

こ
れ
ら
の
治
山
・
林
道
等
関
係
工
事
に

つ
き
ま
し
て
は
、
早
期
発
注
や
発
注
時
期

の
平
準
化
を
行
う
な
ど
計
画
的
か
つ
適

切
に
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

ま
た
、
二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
関
連
施

設
に
お
い
て
は
、
「
東
京
の
木
多
摩
産

材
」
を
は
じ
め
と
す
る
国
産
材
が
多
く
活

用
さ
れ
、
木
材
利
用
の
気
運
も
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
引
き
続
き
、
様
々
な
場
面
で
多

摩
産
材
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
、
併
せ
て
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
と
幸
い
で
す
。 

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
西
多
摩
建
設
業

協
同
組
合
並
び
に
組
合
員
の
皆
様
の

益
々
の
ご
発
展
と
ご
健
勝
を
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、
着
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

着
任
の
ご
挨
拶 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

東
京
都
森
林
事
務
所
長 

渡 

邊 

俊 

夫 
 

四
月
一
日
付
で
東
京
都
森
林
事
務
所

長
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
渡
邊
で
す
。
西

多
摩
建
設
業
協
同
組
合
並
び
に
組
合
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り

東
京
都
の
森
林
・
林
業
施
策
や
災
害
復
旧

事
業
に
対
し
、
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 

 

さ
て
、
都
の
総
面
積
の
約
四
割
を
占
め

る
森
林
は
、
そ
の
大
半
が
多
摩
地
域
に
偏

在
し
て
お
り
、
木
材
の
供
給
を
始
め
、
土

砂
の
流
出
防
止
や
水
源
の
涵
養
、
二
酸
化

炭
素
の
吸
収
な
ど
豊
か
な
都
民
生
活
に

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
多
面
的
な
機

能
を
有
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
森
林
の

有
す
る
機
能
を
高
度
に
発
揮
し
て
い
く

た
め
に
は
、
伐
採
・
利
用
・
植
栽
・
保
育

と
い
う
「
森
林
の
循
環
」
を
推
進
し
、
そ

の
一
翼
を
担
う
林
業
を
振
興
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。 

都
は
、
木
材
価
格
の
長
期
下
落
な
ど
低

迷
が
続
く
林
業
を
振
興
す
る
た
め
、
林
道

の
一
層
の
延
伸
や
老
朽
化
し
た
既
設
林

道
の
高
規
格
化
な
ど
林
業
コ
ス
ト
の
低

減
に
向
け
、
林
業
生
産
活
動
の
基
盤
と
な

る
林
道
整
備
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

一
方
、
近
年
、
局
地
的
豪
雨
な
ど
に
よ

る
大
規
模
な
土
砂
災
害
が
各
地
で
多
発

し
て
い
る
中
、
都
内
で
は
、
昨
年
、
檜
原

村
人
里
地
区
で
山
地
に
起
因
す
る
土
砂

災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
今
後
も
、
急
峻 

な
山
々
を
抱
え
る
西
多
摩
地
域
に
お
い

て
は
、
山
地
災
害
の
発
生
が
心
配
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。 

都
は
、
い
つ
起
こ
る
か
も
わ
か
ら
な
い

災
害
か
ら
都
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
と

と
も
に
快
適
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る

た
め
、
豪
雨
等
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
森

林
に
つ
い
て
速
や
か
に
復
旧
工
事
を
行

い
、
森
林
機
能
の
回
復
に
努
め
、
地
域
の

安
全
性
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

着
任
の
ご
挨
拶 

 
 

 

青
梅
労
働
基
準
監
督
署
長 

中 

島 

雄 

宏 

 

以
上
の
労
働
災
害
が
昨
年
比
六･

六
％
増

と
な
り
一
万
件
を
超
え
て
し
ま
っ
た
こ

と
（
速
報
値
で
一
〇
，
一
七
三
件
）
。
建

設
業
に
お
い
て
は
従
来
か
ら
の
墜
落
・
転

落
災
害
や
重
機
へ
の
挟
ま
れ
・
巻
き
込
ま

れ
災
害
防
止
に
加
え
て
、
フ
ル
ハ
ー
ネ
ス

型
安
全
帯
へ
の
移
行
周
知
、
技
能
労
働
者

の
不
足
な
ど
建
設
作
業
に
不
慣
れ
な
こ

と
か
ら
生
じ
る
災
害
増
加
の
防
止
な
ど

の
問
題
が
あ
り
、
こ
れ
ら
へ
の
対
応
を
必

要
と
考
え
て
重
点
課
題
と
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。 

 

こ
れ
ら
の
課
題
へ
の
対
応
は
、
行
政
だ

け
で
で
き
る
こ
と
で
は
な
く
、
皆
様
方
の

ご
支
援
・
ご
協
力
が
必
要
と
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。 

 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
加
盟
会

社
の
皆
様
方
に
は
、
こ
れ
ら
の
点
を
お
含

み
い
た
だ
き
、
当
署
の
取
組
み
に
ご
協
力

と
ご
支
援
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存

じ
ま
す
。 

 

引
き
続
き
，
貴
組
合
と
加
盟
企
業
の
皆

様
の
ご
健
勝
ご
繁
栄
を
祈
念
申
し
上
げ

て
、
着
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

四
月
一
日
付
け
で
青
梅
労
働
基
準
監
督
署
長

に
着
任
し
た
中
島
と
申
し
ま
す
。
青
梅
労
働
基

準
監
督
署
で
の
勤
務
は
平
成
八
年
・
九
年
以
来

と
な
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆
様
に
は
、
日

頃
か
ら
、
各
種
講
習
会
の
周
知
、
安
全
衛
生
推

進
大
会
の
開
催
な
ど
を
通
じ
、
労
働
基
準
行
政

と
り
わ
け
安
全
衛
生
行
政
に
多
大
な
る
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
平
成
三
十
一
年
度
・
令
和
元
年
度
の

青
梅
労
働
基
準
監
督
署
に
お
け
る
重
点
課
題

は
、
政
府
全
体
で
取
組
ん
で
い
る
働
き
方
改
革

の
推
進
を
踏
ま
え
た
上
で
、 

①
改
正
労
基
法
等
に
基
づ
く
長
時
間
労
働
の 

是
正
及
び
過
重
労
働
に
よ
る
健
康
障
害
防
止 

の
徹
底
。 

②
改
正
法
猶
予
事
業
場
に
対
す
る
改
正
労
働 

基
準
法
等
の
円
滑
な
施
行
と
周
知
、
並
び
に
。 

③
第
十
三
次
東
京
労
働
局
労
働
災
害
防
止
計

画
を
踏
ま
え
た
労
働
災
害
の
削
減
。 

と
し
て
お
り
ま
す
。 

①
と
②
の
働
き
方
改
革
は
、
単
に
労
働
時
間

を
短
縮
す
る
・
休
暇
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
で

な
く
、
労
働
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
応
じ
た

多
様
な
働
き
方
を
選
択
で
き
る
社
会
を
実
現
す

る
と
い
う
目
的
が
あ
り
ま
す
。 

 
加
え
て
、
働
き
方
改
革
の
推
進
は
、
労
働
者

の
効
率
的
に
働
こ
う
と
い
う
時
間
意
識
を
高

め
、
生
産
性
の
向
上
や
健
康
の
確
保
に
も
つ
な

げ
ら
れ
、
も
っ
て
、
優
秀
な
人
材
の
確
保
・
定

着
や
、
人
手
不
足
対
策
と
な
り
、
ひ
い
て
は
、

企
業
イ
メ
ー
ジ
を
向
上
さ
せ
得
る
な
ど
、
企

業
・
労
働
者
双
方
に
有
益
な
も
の
で
ご
ざ
い
ま

す
。 ま

た
、
③
の
労
働
災
害
の
削
減
は
、
昨
年
平

成
三
十
年
の
東
京
都
内
で
発
生
し
た
休
業
四
日 

 

令和元年度 全国安全週間  

     本 週 間  令和元年７月１日～７月 ７日 

準備期間  令和元年６月１日～６月３０日 

スローガン  

 「新たな時代に ＰＤＣＡ みんなで築こう ゼロ災職場」 

 
本週間を契機に、それぞれの職場において、安全衛生管理

体制の確立と効果的な安全衛生教育、リスクアセスメント等

の自主的な安全衛生活動の促進など、積極的な労働災害防止

の取り組みをお願いいたします。 

                青梅労働基準監督署 
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 ４ 月 事 業 報 告  

９日 広報委員会 ２９７号編集発行 

１２日 事業委員会 

１２日 災害対策安全委員会 

１５日 総務委員会 

１７日 理事会 

２４日 西建協若手経営者の会 役員会 

  ５ 月 事 業 計 画  

１０日 広報委員会 ２９８号編集発行 

１３日 事業委員会 

１３日 総務委員会 

２２日 理事会 

２２日 第５３回 通常総会 １６時３０分 

    会場 青梅市福祉センター ３階うめの間 

２８日 西建協若手経営者の会 定期総会 

◇日建学院青梅認定校（西建協）からのご案内◇ 
受講生募集案内 『合格のための受験対策講座』 

<青梅校 2019 年度開講講座〉 

◎１級土木施工管理技士実地コース  毎週 月・水 

講義日程 ７月中旬～１０月下旬  18：40～ 

◎給水装置工事主任技術者講座    毎週 火・木 

講義日程 ７月下旬～１０月中旬 18：40～ 

◎２級土木施工管理技士（学科・実地）コース 毎週 火・木 

講義日程 ６月下旬～１０月中旬 18：30～ 

◎宅地建物取引主任者本科コース   毎週 水 

講義日程 ３月中旬～１０月中旬 

◎２級建築施工管理技士（学科・実地）コース 毎週 火・木 

講義日程 ８月中旬～１１月上旬 

西多摩建設業協同組合が「日建学院認定校」として青梅校を

開講（１０年目）致します。 

会員企業の皆様からの受講問合せ（受講申込）等の連絡を  

お待ちしております。 

＊詳細説明は随時致します。 

＊先ず下記までお問合せ下さい。 

連絡先 青梅認定校（西建協）  0428-22-6245 石川 

    日建立川校 担当：澤田 080-9349-3870 
 

 

◇ あ と が き ◇ 

西暦２０１９年５月１日に元号が平成から令和へと替

わりました。 

この度の改元は、天皇陛下が御尊命中に行われたことか

ら祝賀ムード一色でした。新天皇の即位を祝う一般参賀に

は１４万人もの人が参列したそうです。 

以前は中国・韓国・台湾・ベトナム等の国で元号制を採

用していたそうですが、現在、元号制度を採用しているの

は世界でも日本だけとのことです。 

 令和がどの様な時代となるのか楽しみな一方、「昭和」

生まれの者としては、「昭和」と「令和」たった一文字の

違いなのですが、「昭和」が遠くなってしまったように感

じてしまいます。                                 

                ～広報委員～ 

 

 

 

広報委員会  

令和元年「STOP！熱中症クールワークキャンペーン」実施要綱 

期間 令和元年５月１日から９月30日まで 

なお、４月を準備期間とし、７月を重点取組期間とする。 

  キャンペーン期間中に各事業場で重点的に実施していた 

だきたい事項 

（１）準備期間中（４月） 

・WBGT値（暑さ指数）計の準備 

・夏期の暑熱環境下における作業計画の策定等 

・緊急時に搬送を行う病院の把握や緊急時の対応の確認 

（２）キャンペーン期間中（５月から９月） 

・WBGT値（暑さ指数）の把握・評価 

・作業計画に基づき、WBGT基準値を大幅に超える場合の作業時

間の短縮 

・労働者の健康状態の確認 

（３）重点取組期間中（７月） 

・WBGT値低減対策の追加実施 

・水分や塩分摂取の徹底 

・異常時の救急隊への要請 

キャンペーン期間中に実施すべき事項 

日本工業規格に適合したWBGT値（暑さ指数）測定器を使用し、

WBGT値（暑さ指数）を随時把握する。作業場所が近い場合であ

っても、太陽照射の有無などによる輻射熱の影響でWBGT値（暑

さ指数）が大きく異なることがあることに留意する。 

WBGT値（暑さ指数）測定器が準備できなかった場合には、環境

省熱中症予防サイトを参考にすること。 

なお、建設業労働災害防止協会において、建設現場における熱

中症の危険度を簡単に判定できるフロー図が作成されており、

同協会のホームページに掲載されているので、参考とする。 

              

 

組合員アンケート結果（４回）  広報委員会 

 

今月号は、平成２９年度の完成工事の概算割合を発注者 

別にまとめたものを発表いたします。                   

   ・国・・・・・・・・・  ２．３５％≒ ２％ 

   ・東京都・・・・・・・ ３８．９１％≒３９％ 

   ・公社・公団・・・・・ １６．６５％≒１７％ 

   ・市町村・・・・・・・ ２１．２４％≒２１％ 

   ・民間(下請け含む)・・ ２０．８６％≒２１％ 

西多摩建設業協同組合に加盟している会社の受注割合は、

東京都３９％で一番多いようです。 

続いて、市町村２１％、民間(下請含む)２１％、公社・公団

１７％、国２％ といったアンケート結果となりました。 

 

国 

民間(下請け

含む) 

東京都 

 

公社・公団 

市町村 

 
 


